今回は、エノテカ社の物流システムについて説明いたします。
現地船積みから国内物流までの全体の流れ、輸入手続きの詳細、そして商品がお客様に届くまでの物流プロセスについて理解を深めていきましょう。

エノテカ社では、世界各国から輸入したワインを効率的にお客様にお届けするため、綿密に設計された物流システムを構築しています。
このシステムは、海外の産地から日本国内の倉庫、そして最終的にお客様のもとまで、ワインの品質を保持しながら迅速かつ確実に配送することを目的としています。
特にワインは湿度の管理が重要な商品であるため、輸送から保管まで一貫した品質管理体制を整えています。

それでは、現地船積みから国内物流までの全体的な流れを説明します。

エノテカ社では、世界各地の産地からワインを輸入しています。
主な輸入元は、ヨーロッパ、チリ・アルゼンチン、オーストラリア、ニュージーランド、アメリカなどです。
輸送方法は主に船便を使用しており、輸送期間は産地によって異なります。
ヨーロッパ、チリ・アルゼンチンからは約1か月から3ヶ月間、オーストラリア、ニュージーランドからは約1か月から2ヶ月間、アメリカやその他の国からは約2週間程度を要します。
緊急性の高い商品や少量の商品については、一部航空便も利用しています。

日本国内では、主要な物流拠点として佐川倉庫と那須倉庫の2つを有しています。
佐川倉庫は、2022年12月末時点で357万3千本、6,389SKU(補足※1)という大量の在庫を保管しており、エノテカ社の主要配送センターとして機能しています。
那須倉庫は、那須エイジング・ワインセラーとして、長期熟成を目的とした特別な保管環境を提供しています。

また、お客様向けのレンタルセラーサービスも提供しています。
2022年12月末時点で、7,532名の会員様中、5,316名の会員様がご利用されており、38万5千本の大切なワインを53万8千本の保管能力を有する中、適切に管理しています。
このサービスにより、お客様は専門的な温度・湿度管理のもとでワインを熟成させることができます。
(レンタルセラーに関しては資料内情報不足のため、資料からの推測シナリオ)


次に、ワインが海外から日本に到着してから、実際に販売可能になるまでの輸入手続きについて、具体的な流れを説明します。

海外から船便で到着したコンテナは、まず日本の港に陸揚げされます。
コンテナは港湾地区の指定された場所に一時保管され、次の作業の準備が整います。

コンテナから実際の商品を取り出す作業を「デバンニング」と呼びます。
この作業では、輸送中にワインボトルが破損していないか、ラベルが剥がれていないか、コルクに問題がないかなど、商品の状態を一本一本丁寧に確認します。

海上輸送は長期間にわたるため、温度変化や振動により商品に影響が出る可能性があります。
そのため、この段階での品質チェックは非常に重要な作業となります。

デバンニングが完了すると、フォワーダー（通関業者）に通関指示が出されます。
通関手続きでは、まず輸入申告書を税関に提出します。
この申告書には、商品の詳細情報、数量、価格、原産国などが記載されています。

ワインは酒類のため、通常の関税に加えて酒税の計算も行われます。
また、食品衛生法に基づく検査も必要で、場合によっては実際に商品をサンプリングして検査が実施されることもあります。

税関での審査が完了し、関税・酒税・消費税の納付が完了すると、商品は「保税品」から「内国貨物」（課税済み商品）に変わります。
この時点で初めて、商品は日本国内で自由に販売できる状態になります。
これを「課税」と呼んでいます。

通関が完了した商品は、「雑荷役作業」という港湾での荷役作業を経て、運送会社に引き渡されます。
この作業では、商品を輸送に適した形で積み込み、運送会社のトラックに積載します。
ワインは温度管理が重要な商品のため、夏場などは保冷車両での輸送が手配されます。

運送会社への引き渡しが完了すると、いよいよ国内の倉庫への輸送が開始されます。
エノテカ社の場合は、主に佐川倉庫への輸送が行われ、ここで最終的な品質チェックと在庫登録が実施されます。
このように、「船舶到着→デバンニング→通関→雑荷役→国内輸送」という一連のプロセスを経て、海外のワインが日本のお客様にお届けできる状態になるのです。

続いて、輸入されたワインという「物」が、サプライヤーからお客様の手元に届くまでの流れについて、物の流れの図を見ながら説明します。

ワインは「サプライヤー（海外仕入れ先）→ フォワーダー（船会社）→ アサヒロジ品川支店（佐川倉庫）→ 各販売チャネル → お客様」という一連の流れで移動していきます。

まず、海外のサプライヤーからフォワーダー（船会社）を通じて、ワインが日本に輸入されます。
この段階では、ワインはコンテナという大きな単位で船舶により運ばれてきます。
港に到着後、通関手続きを経てアサヒロジ品川支店（佐川倉庫）に入庫されます。
ここで、ワインは初めて日本国内の在庫として登録されます。

佐川倉庫に到着したワインは、販売先に応じて振り分けられます。
一部のワインは、長期保管やエイジングが必要な場合、那須エイジング・ワインセラーに移動されます。
移動依頼・移動指示により、適切な保管環境でワインが管理されます。

佐川倉庫から、ワインは3つの主要な販売チャネルに向けて出荷されます。

卸事業部ルートでは、受注・配送依頼を受けて梱包・納品が行われ、卸得意先に向けてワインが出荷されます。
卸得意先には百貨店、スーパー、レストラン、ホテルなどがあります。

ワインショップ各店ルートでは、直営店舗への配送指示により梱包・出荷が行われます。百貨店内店舗、路面店、アウトレット店それぞれに、ワインが配送されます。

通販事業部ルートでは、個人のお客様からの注文に応じて、ワインが梱包・出荷されます。

各販売チャネルを通じて、ワインは最終的にお客様の手元に届きます。

卸得意先を通じたワインは、百貨店の店頭、スーパーの売り場、レストランやホテルの食卓でお客様に提供されます。

直営ワインショップのワインは、店頭でお客様に販売され、お客様のご自宅に持ち帰られます。

通販で購入されたワインは、宅配便により直接お客様のご自宅に配送されます。

また、一部のワインについては、お客様専用の保管サービスとして、那須エイジング・ワインセラーのレンタルセラーに保管されます。
この場合、お客様のワインとして那須倉庫で長期間保管され、お客様のご希望に応じて出庫・配送されます。

このように、ワインという物は複数の段階を経てお客様に届けられますが、各段階で品質管理が重要になります。
特に温度変化に敏感なワインは、輸送・保管の各段階で適切な温度管理が求められます。
また、ガラスボトルという壊れやすい容器に入っているため、各移動段階での取り扱いには十分な注意が必要です。

エノテカ社の物流システムには、以下のような特徴と強みがあります。

ワインの品質維持のため、輸入から配送まで一貫した温度管理を実施しています。
特に夏場は定温輸送車両を使用し、ワインに最適な温度での配送を行っています。

お客様や取引先のニーズに応じて、自社配送、路線便、共配、宅配など多様な配送方法を使い分けています。
これにより、コスト効率と配送品質の両立を実現しています。

佐川倉庫では357万本を超える大量の在庫を効率的に管理するため、先進的な在庫管理システムを導入しています。
これにより、正確な在庫把握と迅速な出荷が可能となっています。

個人のお客様向けレンタルセラーサービスと配送システムが連携しており、お客様の大切なワインの入出庫も円滑に行えます。

以上で、エノテカ社の物流システムについての説明を終了します。
このあとテキストの内容を読み込んでいただき、業務知識のテストを行ってください。
お疲れ様でした。


※1
SKU単位とは、Stock Keeping Unit（ストック・キーピング・ユニット）の略称。
在庫を保管・管理するための最小の単位を意味します。
例えば、同じ銘柄が2種類、3つのサイズがあれば、合計6SKUとなる。﻿
